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発行者　山　　本　　光　　茂令和元年、会長就任に思う

持
ち
の
方
や
地
域
で
の
活
動
を

さ
れ
て
い
る
中
、
各
種
研
修
会

へ
の
参
加
を
は
じ
め
、
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
、
薬
物
乱
用

防
止
教
室
、
更
生
保
護
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
、
更
生
保
護
Ｐ
Ｒ

活
動
や
諸
行
事
へ
の
参
加
、
加

え
て
所
属
部
の
各
種
の
活
動

等
々
に
と
負
担
増
を
感
じ
て
い

る
方
も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く
更

生
保
護
活
動
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

保
護
司
会
の
充
実
を
図
る
た

め
に
は
、
役
員
を
は
じ
め
保
護

司
一
人
一
人
が
一
丸
と
な
っ
て

運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
指
導
、

ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
る
三
月
一
九
日
の
総
会
に

お
い
て
枚
方
・
交
野
地
区
保
護

司
会
の
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
山

本
卓
也
前
会
長
の
後
任
と
し
て

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

今
更
な
が
ら
責
任
の
重
さ
を
痛

感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

保
護
司
会
の
運
営
に
当
り
ま

し
て
は
、
総
会
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
運
営
方
針
に
基
づ
き
行

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
更
生
保

護
は
、
地
域
社
会
に
広
く
理
解

を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
も
あ
り
、
地
方
公
共
団

体
や
、
更
生
保
護
団
体
等
各
関

係
諸
団
体
と
の
よ
り
密
接
な
関

係
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
、

連
携
を
深
め
て
ま
い
る
所
存
で

す
。

　

犯
罪
の
件
数
は
、
こ
こ
数
年

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
大
変

憂
い
を
抱
く
犯
罪
が
多
く
発
生

し
て
お
り
、
ま
た
低
年
齢
化
の

一
方
高
齢
者
に
よ
る
犯
罪
の
増

加
や
内
容
も
複
雑
化
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
犯
罪
に

対
す
る
更
生
保
護
活
動
は
ま
す

ま
す
重
要
性
を
増
し
て
お
り
ま

す
。
今
ま
で
の
人
生
経
験
を
生

か
し
つ
つ
、
今
の
世
相
に
あ
っ

た
処
遇
を
勉
強
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

世
の
中
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
る
中
で
観
察
所
か
ら
、
保
護

観
察
の
充
実
強
化
か
ら
出
さ
れ

る
施
策
に
皆
さ
ん
と
共
に
日
々

研
鑽
を
積
み
対
応
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
仕
事
を
お

枚
方・交
野
地
区
保
護
司
会

　
　 

会
長
　
山
本
　
光
茂

TOPICS
◎
一
面
　
新
会
長
挨
拶

◎
二
面
　
第
69
回『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

◎
三
面
　
枚
方
･
交
野
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら

◎
四
面
　
大
阪
保
護
観
察
所
か
ら

◎
五
面
　
こ
の
人
に
聞
く

◎
六
面
　「
少
年
非
行
防
止
と
健
全
育
成
」

◎
七
面
　
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
作
品

◎
八
面
　
退
任・新
任
保
護
司
の
挨
拶

 

・

初
春
令
月

 

・

　

気
淑
風
和

万
葉
集　

梅
花

歌
三
十
二
首　

序
文

令和のふるさと万葉の世界を想わせる梅　　　　撮影　中尾 順一
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枚方・交野地区社会を
明るくする運動実施委員会

た
ち
の
立
ち
直
り
に
は
、
市
町

村
の
支
援
も
大
切
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
流
れ
の
中
、
矯
正

施
設
が
所
在
す
る
自
治
体
が
率

先
し
て
、「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
」社
会
の
実
現
に
向
け
た

情
報
交
換
、
政
策
提
言
、
地
域

住
民
へ
の
啓
発
活
動
等
、
再
犯

防
止
施
策
を
さ
ら
に
進
め
て
い

く
た
め
、「
矯
正
施
設
所
在
自

治
体
会
議
」が
創
設
さ
れ
、「
交

野
女
子
学
院
」が
所
在
す
る
本

市
も
こ
の
会
議
に
参
加
い
た
し

実
施
委
員
長
あ
い
さ
つ

　
枚
方
・
交
野
地
区
保
護
司
会

の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
更
生

保
護
活
動
を
は
じ
め
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心

よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
国
民
ひ
と
り
一
人
が
、
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な

七
月
二
日（
火
）

交
野
市
立
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー（
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
）

交
流
ホ
ー
ル

①
セ
レ
モ
ニ
ー

　
午
前
一
〇
時
〜

②
街
頭
啓
発

　
啓
発
物
品
配
布

　
午
後
六
時
〜
　
各
地

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

●
関
西
外
国
語
大
学
吹

奏
楽
部
学
生
に
よ
る

演
奏

●
式
典

●
あ
い
さ
つ

●
テ
ン
ト
贈
呈

●
講
演

●﹇
講
師
﹈松
田 

慎
一
氏

（
大
阪
府
就
労
支
援
事
業

者
機
構 

事
務
局
長
）

●
演
題「
立
ち
直
り
…
見

守
る
、
支
え
る
地
域

の
チ
カ
ラ
」

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
、

法
務
省
関
係
機
関
・
団
体
、
地

方
公
共
団
体
や
各
種
民
間
団
体

の
参
加
・
協
力
の
も
と
、
毎
年

全
国
的
な
運
動
と
し
て
展
開
さ

れ
、
昭
和
二
六
年
に
始
ま
り
ま

し
た
こ
の
運
動
も
、
今
年
で
第

69
回
を
迎
え
ま
す
。

　
五
月
一
日
、
私
た
ち
は
新
た

な
気
持
ち
で
改
元
の
日
を
迎
え

ま
し
た
。
新
し
い
時
代
と
な
り

初
め
て
実
施
さ
れ
ま
す
今
回
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
Re
：
ス
タ
ー

ト（
リ
・
ス
タ
ー
ト
）」で
す
。「
令

和
」に
込
め
ら
れ
た
意
味
同
様
、

明
日
へ
の
希
望
を
持
ち
、
再
び

立
ち
上
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
の
で
き
る
社

会
を
目
指
し
て
、
皆
様
と
と
も

に
再
出
発
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
二
八
年
に「
再
犯
の
防

止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
、
罪
を
犯
し
た
人

実施副委員長
伏見　隆 枚方市長

実施委員長
黒田　実 交野市長

①
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全・

安
心
な
地
域
社
会
を
築
く

た
め
の
取
組
み
を
進
め
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た

ち
の
立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

目
　
　
標

行
事
予
定

プ
ロ
グ
ラ
ム

第
69
回『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

●
強
調
月
間
／
令
和
元
年 

七
月
一
日
〜
三
一
日

ま
す
。

　
当
地
区
に
お
き
ま
し
て
は
、

枚
方
市
と
の
さ
ら
な
る
連
携
の

も
と
、
保
護
司
会
、
更
生
保
護

女
性
会
、
B
B
S
会
、
協
力
雇

用
主
の
方
々
を
は
じ
め
、「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」に
ご

賛
同
い
た
だ
く
皆
様
と
と
も
に
、

安
心
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

犯
罪
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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枚
方・交
野
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら

「東輝会」勉強会風景

『
共
に
考
え
ま
し
ょ
う
』

　
現
在
、
枚
方
・
交
野
の
二
か

所
に
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
関
係
機
関

や
団
体
と
協
力
し
、
保
護
司
が

行
う
処
遇
活
動
へ
の
支
援
や
、

各
種
相
談
へ
の
対
応
、
情
報
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て

地
域
に
根
ざ
し
た
犯
罪
非
行
予

防
活
動
や
そ
の
企
画
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
新
任
保
護
司
や
、
日
の
浅
い

人
の
中
に
は
、
処
遇
と
そ
の
対

応
に
当
た
っ
て
各
種
の
疑
問
や

不
安
を
抱
く
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
時
遠
慮
な
く
、

当
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
相
談

拝
聴
で
き
る
こ
と
も
当
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
駐
在
し
て
い
る

喜
び
で
す
。

　
偶
に
、
退
任
さ
れ
た
保
護
司

の
方
が
来
訪
さ
れ
る
時
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
当
時
の
お
話
を
伺

う
と
先
輩
の
方
々
の
ご
苦
労
や

功
績
が
あ
っ
て
、
今
の
保
護
司

会
が
存
在
し
て
い
る
の
だ
と
実

感
し
ま
す
。
当
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
学
び
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
共
に
考
え
、
相
談
し
、
学
び
、

よ
り
よ
い
解
決
策
・
方
策
を
求

め
て
い
き
ま
す
。廣

田 

恭
孝
　
記

し
て
下
さ
い
。

　
当
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
ド

ア
は
常
に
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
当
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
個
人
面
接
の
場
と
し
て

活
用
し
て
い
ま
す
。

　
保
護
司
活
動
は
保
護
観
察
対

象
者
、
身
元
引
受
人
や
雇
用
主

等
、
そ
の
接
点
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
ア
レ
や
コ
レ
や
悩
む
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
各
種
の
問
題
や
悩
み

を
当
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
で

企
画
調
整
保
護
司
と
本
音
で
交

流
し
、
次
の
展
開
が
広
が
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
企
画
調
整
保
護
司
の
皆
様
の

経
歴
や
保
護
司
に
な
っ
た
経
緯

な
ど
話
を
伺
う
中
で
、
生
活
観

や
、
そ
の
生
き
様
に
多
く
の
教

示
・
示
唆
を
頂
い
て
い
ま
す
。

貴
重
な
出
会
い
で
す
。

　
各
保
護
司
の
現
在
の
悩
み
や

逆
に
嬉
し
さ
や
、
そ
の
喜
び
を

セ
ン
タ
ー
長
　
平
井
幸
雄

副
セ
ン
タ
ー
長

交
野
市
　
廣
田
恭
孝

枚
方
市
　
惠
阪
順
三

企
画
調
整
保
護
司

各
一
〇
名

東
輝
会
は

●場　　所／サンプラザ1号館 2F
●開所日時／日・火・水・木・土曜日

午前10時～午後4時
●休 館 日／月・金・祝、お盆、年末年始

その他保護司会会長が
指定する日

枚方更生保護サポートセンター TEL072-846-6705

［アクセス］京阪本線「枚方市」駅下車　南口前

●場　　所／交野市役所別館 2F
●開所日時／月・火・木・金・土曜日

午前10時～午後4時
●休 館 日／水・日・祝、お盆、年末年始

その他保護司会会長が
指定する日

交野更生保護サポートセンター TEL072-806-6200

［アクセス］京阪交野線「交野市」駅下車　徒歩6分

交野市駅

銀行

交野市役所別館
　▼

交野市役所
第2別館

交野市役所京
阪
交
野
線

枚方
T-SITE

京
阪
本
線「
枚
方
市
」駅

至 枚方市役所

ひらかた
サンプラザ
1号館

ひらかた
サンプラザ
3号館北

口
バ
ス

ロ
ー
タ
リ
ー

南口
ロータリー

　
東
輝
会
の
前
身
は
、
枚
方
東
部

地
区
の
保
護
司
さ
ん
達（
主
に
女

性
）で
構
成
さ
れ
た「
す
も
も
会
」で

す
。
そ
の「
す
も
も
会
」が
十
数
年

前
に
解
散
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を

機
に
平
成
二
一
年
四
月
一
日
に
枚

方
東
部
地
区
の
四
中
学
校
区（
津

田
・
長
尾
・
長
尾
西
・
杉
）の
保
護
司

か
ら
な
る「
東
輝
会
」が
生
ま
れ
ま

し
た
。
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
勉

強
会
や
情
報
交
換
、
親
睦
を
は
か

る
こ
と
で
す
。
会
員
数
は
四
月
一

日
現
在
二
五
名
で
す
。
会
場
は
地

元
の
公
民
館
を
借
り
て
年
数
回
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
程
度
の

人
数
が
質
問
や
意
見
を
言
い
や
す

く
、
特
に
新
任
保
護
司
さ
ん
に
と
っ

て
は
有
益
な
場
と
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
今
後
共
、
保
護
司
の

信
条
に
従
っ
て
活
動
が
継
続
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

井
村 

秀
明
　
記
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更
生
保
護
制
度
施
行
七
〇
周

年
を
迎
え
る
本
年
は
、
再
犯
防

止
推
進
計
画
二
年
目
で
も
あ
り
、

対
象
者
の
地
域
に
お
け
る
居
場

所
と
出
番
を
し
っ
か
り
確
保
し

て
い
く
施
策
や
、
個
々
の
特
性

に
応
じ
た
支
援
・
指
導
を
関
係

機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
強
化

し
な
が
ら
推
進
し
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。
犯
罪
を
繰
り
返

す
人
は
、
様
々
な
要
因
の
た
め
、

な
か
な
か
減
少
し
な
い
の
が
実

情
で
あ
り
、
再
犯
防
止
の
実
を

挙
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
一
人

で
も
多
く
の
地
域
の
方
々
の
ご

理
解
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

応
じ
た
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

昨
年
度
内
閣
府
が
実
施
し
た

世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
保
護
司

に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
と
回
答

し
た
人
は
五
七
・
四
％
で
し
た

が
枚
方
・
交
野
地
区
に
お
い
て

は
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
積

極
的
な
活
用
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
効
果
的
な
広
報
等
の
日

頃
か
ら
の
意
欲
的
な
取
組
に
よ

り
、
地
域
に
お
け
る
保
護
司
の

認
知
度
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い

る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
協
力
雇
用

主
と
連
携
し
た
就
労
支
援
、
学

校
や
警
察
と
連
携
し
た
犯
罪
・

非
行
予
防
活
動
な
ど
を
推
進
し

て
い
る
保
護
司
会
の
皆
様
に
、

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
実
態
と

意
義
に
つ
い
て
一
人
で
も
多
く

の
地
域
住
民
の
方
々
に
実
感
い

た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
広

報
啓
発
に
も
一
層
力
を
注
い
で

い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の

更
生
保
護
の
仲
間
を
確
保
し
て

い
く
よ
う
、
さ
ら
な
る
ご
尽
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
阪
保
護
観
察
所  

所
長

古
川
　
芳
昭

大阪保護観察所から

　

平
素
よ
り
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
度
の
人
事
異
動
で
神
戸
保
護

観
察
所
か
ら
異
動
と
な
り
枚

方
・
交
野
地
区
の
担
当
を
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
呉

屋（
ご
や
）と
申
し
ま
す
。
私
は

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
、
大
阪

市
に
所
在
す
る
社
会
福
祉
法
人

の
救
護
施
設
で
高
齢
者
、
障
害

者
及
び
生
活
困
窮
者
の
生
活
相

談
・
支
援
業
務
に
長
ら
く
従
事

し
て
お
り
ま
し
た
。
平
成
二
七

年
に
同
施
設
の
閉
鎖
を
機
に
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
を

活
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
一

念
発
起
し
同
年
四
月
に
奈
良
保

護
観
察
所
で
医
療
観
察
制
度
の

対
象
者
と
な
っ
た
人
の
社
会
復

帰
を
促
進
す
る
た
め
の
処
遇
を

担
う
社
会
復
帰
調
整
官
を
拝
命

し
、
現
在
、
更
生
保
護
官
署
の

職
員
と
し
て
五
年
目
を
向
か
え

ま
す
。

　

こ
の
度
、
縁
が
あ
り
歴
史
あ

る
更
生
保
護
制
度
を
担
う
保
護

観
察
官
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
保
護
観
察
官
と
し

て
勤
務
す
る
の
は
、
枚
方
・
交

野
地
区
が
初
め
て
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る

こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

地
区
の
皆
様
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
、

対
象
者
一
人
一
人
に
誠
実
に
向

き
合
い
な
が
ら
、
犯
罪
の
な
い

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
作

り
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
に
精

一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
間
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

大
阪
保
護
観
察
所

　
　
保
護
観
察
官

呉
屋
　
善
之
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え
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
私

に
当
時
の
村
上
会
長
様
か
ら
、

平
井
君
自
信
を
持
っ
て
、
君

は
宗
教
家
や
か
ら
教
え
の
中

か
ら
人
を
導
け
ば
良
い
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
の
が
心
の
支

え
と
な
り
又
、
先
輩
先
生
方

か
ら
、
多
く
の
助
言
を
頂
き
、

百
名
以
上
の
対
象
者
と
接
し

て
一
人
一
人
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
ば
せ
て
頂
き
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
常
に
対
象
者
を
担

当
し
た
時
に
適
切
な
対
応
が

出
来
る
よ
う
、
更
生
保
護
に

関
し
て
情
報
を
得
る
よ
う
に

し
て
処
遇
の
基
礎
知
識
や
面

接
の
あ
り
方
な
ど
勉
強
す
る

よ
う
に
し
て
き
た
こ
と
が
良

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
後
少
し
、
対
象
者
と
共
々

に
研
鑽
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

保
護
司
を
委
嘱
さ
れ
て
三

十
三
年
、
昭
和
六
一
年
五
月

に
委
嘱
さ
れ
て
昭
和
・
平
成
・

令
和
と
元
号
が
変
わ
り
気
が

付
け
ば
当
保
護
司
会
で
一
番

古
い
保
護
司
と
な
り
ま
し
た
。

今
も
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な

い
の
で
す
が
、
最
初
の
大
阪

保
護
観
察
所
で
の
、
新
任
保

護
司
研
修
で
、
保
護
司
法
、

第
三
条
に「
保
護
司
は
人
格
及

び
行
動
に
つ
い
て
、
社
会
的

信
望
を
有
す
る
こ
と
」の
意
味

合
い
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、

こ
れ
は
大
変
な
こ
と
や
な
、

私
は
人
格
も
社
会
的
な
信
望

も
な
い
し
、
こ
れ
は
あ
か
ん
わ
、

こ
ん
な
私
に
他
人
を
更
生
さ

す
よ
う
な
仕
事
な
ど
、
と
て

も
や
な
い
が
出
来
ん
わ
、
と

自
信
喪
失
に
な
っ
た
の
を
覚

三
つ
の
時
代

　
　 

保
護
司
と
し
て

●
青
少
年
支
援
活
動
事
例

　

一
般
生
活
ル
ー
ト
を
外
れ
た

若
者
た
ち
の
支
援
を
受
入
れ
、

生
活
や
社
会
の
ル
ー
ル
を
身
に

付
け
る
活
動
に
は
、
対
象
少
年

と
同
じ
だ
け
の
体
力
気
力
が
必

要
で
す
。
本
人
の
性
格
や
特
徴

を
感
じ
取
り
、
今
本
人
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
仕
事
内
容
を
見
つ

け
、
ま
ず
は
無
理
の
な
い
量
で

会
社
内
ル
ー
ル
を
身
に
付
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。
本
人
が
対
話

を
し
た
い
素
振
り
を
見
せ
た
時

は
内
容
の
浅
い
深
い
に
関
係
な

く
そ
の
手
を
止
め
て
聞
い
て
あ

げ
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
そ
し

て
、
会
社
内
の
社
員
、
ア
ル
バ

イ
ト
ス
タ
ッ
フ
が
差
別
な
く
対

応
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
今

後
は
、
価
格
変
動
の
多
い
海
外

商
品
の
仕
入
れ
担
当
と
な
り
記

憶
力
を
武
器
に
し
、
仕
入
れ
の

交
渉
担
当
と
し
て
弊
社
の
基
盤

で
あ
る
酒
類
仕
入
担
当
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
ブ
ル
ー
タ
ス

藪
内
　
博
史

平井　幸雄

　

弊
社
は
、
衣
料
品
や
日
用
雑

貨
等
の
小
売
販
売
業
を
営
ん
で

お
り
ま
す
。

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
更

生
に
は
仕
事
が
あ
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
受
け
入

れ
先
が
少
な
い
と
の
声
を
聞
き
、

及
ば
ず
な
が
ら
引
き
受
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
人
た
ち
が
社
会
に

帰
っ
て
き
た
と
き
に
立
ち
直
れ

る
よ
う
に
援
助
し
、
働
く
場
を

得
ら
れ
る
こ
と
と
、
更
生
保
護

や
協
力
雇
用
主
に
関
す
る
地
域

社
会
の
理
解
が
広
が
る
こ
と
を

期
待
致
し
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ァッ
シ
ョ
ン

フ
ジ 

牧
野
店

代表
水嶋　忠雄

　

弊
社
は
平
成
七
年
に
個
人
事

業
と
し
て
創
業
し
、
現
在
に
至

り
ま
す
。

　

今
回
、
協
力
雇
用
主
の
お
話

を
お
受
け
し
た
の
も
、
私
が
子

供
の
頃
よ
く
母
に「
成
る
堪
忍

は
誰
で
も
す
る
が
、
成
ら
ぬ
堪

忍
す
る
が
堪
忍
、
堪
忍
袋
の
緒

が
切
れ
た
ら
縫
え
」と
、
よ
く

言
わ
れ
て
お
り
、
使
命
か
な
と

も
思
い
ま
し
た
。

　

彼
ら
が
更
生
し
、
再
出
発
で

き
る
様
、
お
力
添
え
さ
せ
て
い

た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

若
輩
者
で
す
が
、
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

吉
浦
建
設

代表
吉浦　光宏

協
力
雇
用
主
の
方
々

こ
の
人
に
聞
く

　
「
こ
の
度
退
任
さ
れ
た
太
田

祐
仁
氏
と
共
に
、
三
つ
の
時

代
を
枚
方
・
交
野
地
区
保
護
司

会
の
更
生
保
護
活
動
に
最
も

長
く
携
わ
っ
て
来
ら
れ
て
い

ま
す
。」（
※
編
集
部　

記
）
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ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

活
動
は
、
皆
様
方
の
お
力
添
え

な
く
し
て
は
決
し
て
成
し
遂
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
令
和

の
時
代
、
日
本
の
未
来
を
担
う

少
年
た
ち
の
健
や
か
な
育
成
と

犯
罪
の
な
い
、
明
る
い
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

各
種
警
察
活
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
方
の
今
後
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈

念
し
ま
し
て
あ
い
さ
つ
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
枚
方
・
交
野
地
区
保
護
司

会
」の
皆
様
方
に
は
、平
素
か
ら
、

更
生
活
動
、
青
少
年
の
健
全
育

成
及
び
犯
罪
の
予
防
・
啓
発
活

動
を
は
じ
め
、
警
察
行
政
の
各

般
に
わ
た
り
多
大
な
ご
尽
力
を

賜
り
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
で
第
69
回
目
を

迎
え
る「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」を
は
じ
め
、
永
き
に
わ

た
る
皆
様
方
の
地
域
に
根
ざ
し

た
地
道
な
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
の
少
年
の
非
行

情
勢
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す

と
、
少
年
の
検
挙
・
補
導
人
員

は
減
少
傾
向
に
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
、
過
去
に
何
ら
か
の

非
行
で
、
検
挙
・
補
導
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
再
非
行
少
年
は
全

体
の
約
四
割
に
至
っ
て
お
り
、

立
ち
直
り
支
援
の
必
要
性
が
、

ま
さ
に
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
年
の
青
少
年
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
急
速
に
変

化
し
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
を
利
用
し
た
サ
イ
バ
ー
犯

罪
や
特
殊
詐
欺
事
件
な
ど
の
新

た
な
形
態
の
犯
罪
が
発
生
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
か
ら
少

年
た
ち
を
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
さ
せ
な
い
対
策
が
急
務
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

枚
方
・
交
野
両
警
察
署
で
は
、

非
行
少
年
の
検
挙
・
補
導
活
動

と
あ
わ
せ
ま
し
て
、
少
年
の
健

全
育
成
に
向
け
た
立
ち
直
り
支

援
と
非
行
防
止
活
動
に
取
り
組

枚
方
警
察
署
長

　
　
　
　
清
水
　
久
司

「
少
年
非
行
防
止
と
健
全
育
成
」

空き巣
狙い 忍び込み 居空き 事務所

荒し 出店荒し その他
侵入盗 ひったくり 車上狙い 部品狙い罪種別・

警察署別
29 1 917 17 26
37 6 1013 22 11

21 2 419 3 1
28 0 671 3 0

平成30年
枚 

方

交 

野

平成29年
－8 －5 －104 －5 15増減

平成30年
平成29年

－7 2 －268 0

6 11543
6 28417

7 5711
0 16919

0 －16926

7 －112－8 1増減

万引き その他
非侵入盗 自動車盗 オートバイ

盗 自転車盗 路上強盗 強制
わいせつ 合計罪種別・

警察署別
114 6 97 2 12
164 19 91 2 14

46 11 92 2 8
43 19 68 0 9

平成30年
枚 

方

交 

野

平成29年
－50 －13 6 0 －2増減

平成30年
平成29年

3 －8 24 2

313 1,290411
353 1,554424

109 548128
77 673170

－40 －264－13

32 －125－42 －1増減
＊資料提供は枚方・交野警察署

枚方・交野警察の犯罪発生状況〈暫定値〉
みんなで力をあわせて　安全・安心まちづくり
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し
か
し
、
相
手
の
気
持
ち
に

気
づ
い
て
あ
げ
る
こ
と
は
と
て

も
難
し
い
こ
と
だ
。何
か
し
ら

サ
イ
ン
が
あ
れ
ば
気
づ
く
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

人
の
心
を
読
む
な
ん
て
こ
と
は

で
き
な
い
し
、
自
分
と
相
手
が

全
く
同
じ
気
持
ち
で
い
る
確
証

だ
っ
て
な
い
。も
し
相
談
さ
れ

て
も
分
か
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
い

か
も
し
れ
な
い
。そ
こ
が
難
し

い
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。け
れ
ど
、

分
か
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て
も
、

聞
い
て
あ
げ
た
り
話
し
か
け
た

り
す
る
だ
け
で
、
心
は
軽
く
な

る
と
思
う
。

　
罪
の
意
識
な
く
行
っ
て
し
ま

う
犯
罪
も
そ
う
だ
。た
と
え
ば
、

こ
れ
ぐ
ら
い
い
い
だ
ろ
う
と

思
っ
て
、
道
路
の
隅
に
放
置
さ

れ
て
い
る
鍵
の
か
か
っ
て
い
な

い
自
転
車
を
勝
手
に
使
っ
て
し

ま
う
こ
と
。私
は
、こ
の
ケ
ー
ス

を
周
り
で
よ
く
見
か
け
る
。と

い
っ
て
も
、
実
際
に
人
の
自
転

車
を
勝
手
に
使
っ
て
い
る
の
を

見
た
こ
と
は
な
い
の
だ
が
、
知

り
合
い
の
何
人
か
が
「
鍵
か

　
犯
罪
や
非
行
が
な
く
、
無
意

味
に
傷
つ
け
ら
れ
る
人
が
い
な

い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
は
、
と

て
も
難
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

犯
罪
は
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ

と
だ
と
い
う
の
は
、
社
会
で
生

き
て
い
く
上
で
当
た
り
前
の
話

だ
し
、
も
ち
ろ
ん
罪
を
犯
し
た

ら
刑
罰
を
受
け
る
。そ
れ
な
の

に
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
流
れ

て
く
る
の
は
た
く
さ
ん
の
犯
罪

の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
ニ
ュ
ー
ス
で

流
れ
な
い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ

る
だ
ろ
う
か
ら
、
全
部
を
合
わ

せ
る
と
物
凄
い
数
に
な
る
は
ず

だ
。

　
じ
ゃ
あ
何
故
、
犯
罪
を
犯
し

た
人
達
は
「
や
っ
て
は
い
け
な

い
こ
と
」
だ
と
分
っ
て
い
る
は

ず
な
の
に
や
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
っ
て
な
い
し
、
こ
れ
ぐ
ら
い

大
丈
夫
」
と
言
っ
て
い
る
の
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。こ
れ

ぐ
ら
い
っ
て
、な
ん
だ
ろ
う
。人

の
物
を
勝
手
に
使
う
こ
と
は
、

や
ろ
う
と
思
え
ば
簡
単
に
で
き

る
こ
と
だ
と
思
う
し
、
あ
く
ま

で
普
段
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
す
る
と
軽
い

犯
罪
だ
。け
れ
ど
、犯
罪
は
犯
罪

で
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と

な
の
だ
。知
り
合
い
の
言
葉
を

聞
い
て
、
特
に
私
た
ち
未
成
年

は
、
犯
罪
と
そ
う
じ
ゃ
な
い
こ

と
の
境
界
が
曖
昧
に
な
っ
て
き

て
い
る
気
が
し
た
。

　
そ
う
い
う
人
た
ち
を
止
め
る

た
め
に
は
、「
そ
れ
は
や
っ
た
ら

だ
め
だ
」
と
し
っ
か
り
言
え
る

人
が
周
り
に
い
な
い
と
、
犯
罪

の
自
覚
な
く
や
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
る
。私
の
周
り
の
人

た
ち
が
、「
こ
れ
く
ら
い
大
丈

夫
」と
言
っ
た
と
き
、私
は
ダ
メ

だ
と
思
い
つ
つ
、「
そ
う
な
ん

だ
」と
し
か
返
せ
な
か
っ
た
。多

分
、
実
際
に
勝
手
に
使
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
た
わ
け
じ
ゃ
な

だ
ろ
う
。犯
罪
の
ニ
ュ
ー
ス
が

流
れ
る
と
、
事
件
を
起
こ
し
た

人
ば
か
り
が
悪
い
ん
だ
と
言
わ

れ
る
。も
ち
ろ
ん
、罪
を
犯
す
こ

と
は
悪
い
こ
と
だ
け
れ
ど
、
私

は
生
ま
れ
な
が
ら
の
悪
人
は
い

な
い
と
考
え
て
い
る
。親
の
育

て
方
や
、
友
達
な
ど
の
周
り
の

環
境
が
影
響
し
て
そ
の
人
が
で

き
る
の
で
あ
っ
て
、
犯
罪
を
犯

し
て
し
ま
っ
た
人
だ
け
が
悪
い

の
で
は
な
い
と
思
う
か
ら
だ
。

小
さ
な
悩
み
や
不
満
が
積
も
っ

て
、
犯
罪
や
非
行
に
手
を
染
め

る
人
は
少
な
く
な
い
。周
り
の

人
が
そ
の
人
の
悩
み
に
気
づ
い

て
あ
げ
た
り
、
虐
待
や
育
児
放

棄
を
す
る
よ
う
な
親
が
い
な
く

な
れ
ば
、
犯
罪
は
大
幅
に
減
る

と
思
う
。

枚
方・交
野
地
区
保
護
司
会 

佳
作

「
第
68
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

「
傷
つ
く
人
が
い
な
い
社
会
に
」

交
野
一
中
・
三
年
　
辻
口
　
史
歩

文

ン

ス

作

コ

テ

ト

い
し
、
と
逃
げ
て
い
た
。で
も
、

気
づ
い
た
と
き
に
ち
ゃ
ん
と
言

わ
な
い
と
、
そ
の
人
は
き
っ
と

繰
り
返
し
て
し
ま
う
。そ
う
な

る
前
に
、
そ
の
人
の
た
め
に
厳

し
く
言
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
思

い
や
り
で
あ
り
、
社
会
を
明
る

く
す
る
た
め
の
第
一
歩
だ
と

思
っ
た
。

　
私
に
と
っ
て
の
明
る
い
社
会

は
、
き
っ
と
傷
つ
く
人
が
い
な

い
社
会
だ
と
思
う
。そ
の
た
め

に
は
、
ま
ず
世
の
中
か
ら
犯
罪

を
な
く
す
こ
と
が
最
優
先
だ
。

今
の
自
分
に
は
、
社
会
に
対
し

て
何
か
大
き
く
力
に
な
る
こ
と

は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
い
つ
か

将
来
、
自
分
の
力
で
社
会
を
明

る
く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た

ら
。そ
れ
で
少
し
で
も
意
味
も

な
く
傷
つ
け
ら
れ
る
人
が
い
な

く
な
っ
た
ら
、
と
て
も
嬉
し
い

こ
と
だ
と
思
う
。犯
罪
を
犯
す

人
に
も
、
親
に
も
、
友
達
に
も
、

分
け
隔
て
な
く
思
い
や
り
、
相

手
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
る

こ
と
が
、私
の
考
え
る「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」だ
。
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　「
令
和
」元
年
。
ど
ん
な
時

代
の
幕
明
け
だ
ろ
う
か
。
天

災
や
犯
罪
の
無
い
平
穏
で
明

る
い
日
々
と
社
会
を
と
願
っ
て

や
ま
な
い
。

　
こ
の
時
代
の
節
目
に
枚

方・交
野
地
区
保
護
司
会
は
七

〇
周
年
を
迎
え
た
。
昭
和・平

成・令
和
と
続
く
更
生
を
願
う

活
動
に
は
た
く
さ
ん
の
ド
ラ

マ
が
生
ま
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

先
輩
諸
氏
が
築
い
て
こ
ら
れ

た
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
た
い
。

　
そ
し
て
今
回
、
令
和
元
年

発
行
に
因
ん
で
巻
頭
を
敢
え

て「
梅
」で
飾
る
こ
と
と
し
た
。

新
任
保
護
司
　
小
川
　
眞
乘

　
私
は
、
浄
土
宗
西
光
寺
住

職
と
し
て
二
六
年
間
、
地
域
の

皆
さ
ま
の
お
世
話
に
な
っ
て
参

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
更
生

保
護
活
動
に
つ
き
ま
し
て「
標

語
パ
ネ
ル
」へ
の
協
賛
し
か
知
識

も
行
動
も
伴
わ
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
ご
縁
を
戴
き
現
在
、

新
任
保
護
司
と
し
て
ご
関
係
の

皆
様
が
お
取
り
計
ら
い
く
だ
さ

い
ま
す
各
種
研
修
を
受
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
を
重
ね
さ
せ
て
頂

い
て
い
る
次
第
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
諸
活
動
を
通
じ
ま

し
て
、
よ
り
現
実
的
に
人
と
し

て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

大
い
に
悩
む
機
会
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
保
護
司
と
言
う
重
要

な
職
務
が
遂
行
で
き
ま
す
よ
う

精
一
杯
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
皆
さ

ま
の
ご
指
導
を
私
ど
も
の
新
任

保
護
司
に
賜
り
ま
す
よ
う
、

何
卒
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

初
め
ま
し
て
！

初
め
ま
し
て
！

ふ

り

返
っ
て

み

れ

ば

…

◀
中
井
　
建
史

◀
早
川
　
孝

◀
小
川
　
眞
乘

は
保
護
司
を
し
て
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。

　
後
に
な
り
ま
し
た
が
保
護
司

会
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

引
き
受
け
し
ま
し
た
。
が
、
実

際
に
研
修
を
受
け
ケ
ー
ス
を
担

当
し
て
み
る
と
責
任
の
重
さ
を

実
感
し
私
に
勤
ま
る
か
と
不
安

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
先
輩

保
護
司
や
観
察
官
の
指
導
を
戴

き
な
が
ら
定
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
様
々
な
ケ
ー
ス
で
う
ま
く
接

触
で
き
な
い
ま
ま
再
犯
に
至
っ
た

時
は
自
分
の
無
力
を
感
じ
、
ま

た
順
調
に
保
護
観
察
を
終
っ
た

時
は
少
し
は
更
生
の
お
手
伝
い

が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。

　
後
日
、
親
に
も
言
え
な
い
事

を
相
談
で
き
て
保
護
司
と
の
出

会
い
が
な
か
っ
た
ら
今
の
自
分
は

無
か
っ
た
と
手
紙
を
く
れ
た
時

　
保
護
司
の
お
話
を
頂
い
た
と

き「
地
域
で
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
ご
恩
返
し
の
積
り

で
お
引
き
受
け
し
た
ら
」と
言

う
夫
の一言
で
軽
い
気
持
ち
で
お

退
任
保
護
司

奥
野 

洋
子

2月定例会で
奥野・奥西両氏退任あいさつ

一
月
　
奥
西
　
正
和

　
　
　
奧
野
　
洋
子

五
月
　
太
田
　
祐
仁

　
　
　
井
村
　
秀
明

会
長
　
　   

　
山
本
　
光
茂

副
会
長
　
　
　
清
水
　
和
明

　
　
　
　
　
　
木
田
　
ミ
ツ   

　
　
　
　
　
　
谷
　
　
恒
雄

総
務
部
部
長
　
橘
　
　
隆

研
修
部
部
長
　
端
野
　
寛
昭

組
織
部
部
長
　
大
槻
　
順
子

広
報
部
部
長
　
芝
田
　
実

顧
問
　
　
　
　
大
槻
　
哲
也

　
　
　
　
　
　
山
本
　
卓
也

監
事
　
　
　
　
仲
谷
　
慶
子

　
　
　
　
　
　
畑
中
　
光
昭

薬
物
乱
用
防
止
推
進
委
員

　
　
　
　
　
　
木
田
　
ミ
ツ

更
生
保
護

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
―
長

　
　
　
　
　
　
平
井
　
幸
雄

保
護
司
候
補
者
検
討
委
員
会

　
　
大
路
栄
三
・
畑
中
光
昭

　
　
端
野
寛
昭
・
清
水
和
明

　
　
冨
田
芳
一

　（
保
護
司
総
数
一
〇
九
名
）

―
令
和
元
年
五
月
一
日
現
在
―

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

退
任
保
護
司

悼　
新
庄
　
　
正
　
三
一
・
三
・
一

※
下
村
　
　
宏
　
三
一
・
三
・
一
〇

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　 《
※
印
　
名
誉
会
員
》
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